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【総　務】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ　上川の山林売却の理由及び金額はいくらか？
Ａ　山林は遊休資産で上川町より打診があり売却を行った。売却額は上川町森林組合による評価額をもとに

2200 万ほどで売却し、処分益は 300 万ほどになりました。
Ｑ　10 月末の仮決算より良くなった理由は？
Ａ　各部門で経費を厳しく見ていたことや人件費が減ったこと、また、農産物の収穫が終了しておらず収入

も低く見ていたことなどが要因です。
Ｑ　利益処分方法は法律などで決まりがあるのか？
Ａ　利益準備金は定款の規定により当期剰余金の 20％以上積立と決まっていますが、他はありません。
Ｑ　定年退職による職員の補充はどのように考えているか？
Ａ　退職者には再雇用の希望を確認し、半数以上が再雇用を希望しております。部署などに偏りが生じない

範囲で再雇用規程の 65 歳以降も勤めてほしいと考えています。
　　また、要員計画にそった新規採用も行います。
Ｑ　女性農業者の役員登用はどのように考えているか？
Ａ　新たに女性枠を設けるのではなく、自発的に出ていただくことが望ましいと考えています。また、現行

の地域推薦制でも登用できますが、役員選考方法を見直す考えもあります。
Ｑ　監事監査規程の一部変更について、役員の定数に影響はないのか？
Ａ　貯金残高が 200 億円以上のＪＡは公認会計士監査を受けなければいけませんが、200 億円未満の当Ｊ

Ａは公認会計士監査にそった監査代替的調査が行われます。昨年までの全国監査機構による監査に変わり
北海道信連から委託を受けて中央会が監査代替的調査を行う予定のため役員定数に影響があるものではあ
りません。
Ｑ　総合農協を維持するうえで当ＪＡはどのような状況か？
Ａ　現在の低金利や貸出金の減少などにより信用事業の収益が厳しさを増しております。また、北海道信連

からの奨励金がＨ 32 年から 3 年かけて段階的に減少する見込みです。
　　このため、赤字部門の早期解消が迫られています。また、役員定数の削減も必要だと考えています。
Ｑ　地区別懇談会で質問したことは農協便りに掲載されているが、改善経過などについても掲載すると、な

お良いのではないか？
Ａ　その時の議事や議題に集中してしまいがちですが、答えをだせるよう努めます。
Ｑ　支所営農センターにおいて繁忙期に職員が不在のときがあるので、改善できないか？
Ａ　金融や購買を含め支所全体で対応するようにします。
【金　融】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ　金融部門の代理店化という話を聞いたことがあるが、どのようなことか？
Ａ　本年４月 26 日までに農協の将来の方向性について経営シュミレーションを行い、具体的な根拠も含め

て組織討議することとなっています。厳しい経営が予想される場合は北海道信連に信用事業を譲渡し、信
連の代理店として窓口業務のみを行い、手数料収入を得るということになります。当 JA においては理事
会で信用事業も行う総合農協としてやっていくという選択をしていく方針であり、内部監査や融資審査と
いった専属職員の配置の義務化に対応した人員配置も行っています。

組合員の皆様にはお忙しい中、多数ご参加いただきありがとうございました。
お寄せいただきました主なご意見は次のとおりですので、お知らせします。
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【営　農】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ　堆肥センターの見直しはどういった内容か？きのこの廃菌床は使用しているのか。
Ａ　堆肥センターは愛別町の指定管理者として運営しています。元々、町内畜産農家の糞尿処理対策として

始めましたが、補助事業等により個々での堆肥盤の設置が進んだため、現在は原料を一部町外から持って
きています。また、老朽化により修繕費が増加していることや町内利用が供給量全体の 30％と低迷して
いることなどから、町と相談して見直しを取り進めています。なお、廃菌床はきのこ生産者が直接販売し
ているため堆肥の製造工程上、使用していません。
Ｑ　堆肥センターを止めた後、新たな購入先を紹介してもらえるのか？
Ａ　他業者からの堆肥を供給してもらう方法もありますが、施設を引継ぐ方がでてくる可能性もあるので、

結論がでるまでもう少し待っていただきたい。
Ｑ　農機利用事業も縮小や廃止していくことになるのか？
Ａ　地域の機械利用組合の衰退や大規模耕作者の農機具購入、また、年によって修理費や作付面積などの変

動が大きく、利用率低迷の要因となっていることから、今後、利用者との協議を重ねていきたいと思って
います。
Ｑ　重点品目の作付け誘導を進め、利用率向上を目指すことも検討すべきではないか？
Ａ　今後、小規模耕作者対応として生産法人等に作業受委託するなど、JA が窓口となり、作付け誘導して

いくことも考えていきたいと思います。
Ｑ　精米所の見直しはどういった内容か？
Ａ　組合員や地域人口の減少により利用者が減少しており、また、現有の施設では精米販売できる状況にな

いので、今後の方向性について協議を重ねていきたいと思っています。
Ｑ　そ菜の生産振興（新規作付者の推進）についてどのように考えているか？
Ａ　トロ箱栽培で新規作付けが増えますが、組合員の労働力や作業時間にあった推進に努力します。また、

販売面においても量販店との直接販売をさらに強化していくこととしております。
Ｑ　ＩＣＴ活用への対応として、基地局の設置などをどのように考えているか？また、上川地区においては

インターネット回線の整備などを町などに要望願いたい。
Ａ　ホクレンで基地局の設置補助などがあります。まだ具体的なものは見えていませんが、積極的に行政な

どと協力して対応して参ります。また、上川地区の回線整備についても改めて要望します。
【購　買】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ　給油所の見直しの内容はどういったものか？
Ａ　利用者数や人員のシフトを考え、営業時間の短縮や休日営業も毎月１回程度は休みを設けたいと考えて

います。また、職員のシフトについても本支所間の連携を図るように対応いたします。
Ｑ　上川給油所の洗車場設置検討はどうなっているか？
Ａ　前向きに検討していますが、排水対策などの問題が大きいので、行政と相談しながら早めに確定したい

と考えています。
Ｑ　農機センターの見直しの内容はどういったものか？
Ａ　例年より赤字は減ってはいますが、近年の機械の大型化・電子機器化により修理業務が複雑となり、現

在は小型機械の修理が中心となっており、利用者が減少しています。
　　組合員によって意見が分かれますが、信用事業の収益も減少してきており、早めの対策が必要と考え、

設立当初の目的である自主整備工場として見直したいと考えています。
Ｑ　取りまとめは本支所統一で行われているか？また情報共有はどうなっているか？
Ａ　可能な範囲で本所に集約して行っていますが、緊急を要するものに対応しきれない場合もあり、本支所

間で確認しあいながら対応しています。



今年度両支部が解散、完全一本化…

ＪＡ青年部定期総会を開催
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賦課金の見直し、新たな食育活動を…

ＪＡ女性部愛別支部定期総会を開催
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○ＪＡ上川中央青年部　新役員
　部　長／佐藤　直哉
　副部長／鉢呂　健人
　理　事／沼田　義弘・成田　真市・大野　真治・佐々木孝志・
　　　　　辰巳　裕亮・遠藤　雅大・阪本　航大
　監　事／奥　典大・笠松　健太

左上：大野・沼田・成田・佐々木・遠藤・阪本・奥・辰巳
左下：佐藤・鉢呂

○ＪＡ上川地区青年部協議会　新役員
　会　長／高田　峰雄
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左：藤村・前佛・三浦・藤原・矢部



各販売先との信頼関係の構築…

ＪＡ上川中央産米道外実需者訪問
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愛別米麦

㈱ニチレイフーズにて
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組合員とともに農業・地域の未来を拓く…

第28回　ＪＡ全国大会開催される
3/7

全国大会

　東京都港区のザ・プリンスパークタワー東京で第 28 回ＪＡ全国大会が開催されました。
　全国大会は３年に１度開催され、ＪＡグループ全体の意思や今後３年間の方針を決議、今回は多様化するＪ
Ａ経営や地域の実態に応じた具体策に重点を置くため、全国大会の前に各都道府県大会を開催。都道府県での
決議を踏まえ全国のＪＡに共通する実践方針や取り組みの具体策として全国大会の議案が審議されました。
　当ＪＡ野口組合長も出席した大会は全国のＪＡ代表者ら約 1,600 人が参加、来賓として安倍晋三首相の出
席もいただき、2019 年度から３年間のＪＡグループ共通の取り組み方針となる大会議案を決議しました。主
催者の中家徹会長（ＪＡ全中）は「組合員の声を起点に、多様な農業や地域の実態に応じて創意工夫を活かし、
自ら不断の改革に挑み続けることで、農業と地域の未来を拓いていく」と決意を述べました。
　来賓挨拶では安倍晋三首相より、近年の生産農業所得や農産物輸出額の増加などについて「（政策だけでは
なく）ＪＡグループが農家と徹底的に話し合い、従来の取り組みを柔軟な発想で見直し、実践する自己改革を
進めてきた成果」と公の場でＪＡグループの自己改革の進展を評価しました。又、肥料・農薬の価格引き下げ
などを例示し、「各地の農協で日々続けられている一つ一つの自己改革の積み重ねが、農業所得の向上などの
具体的な成果となって実を結んでいる」と評価。「自己改革を不断に進め、農林水産新時代を共に築いていこう」
と述べました。
　また国際協同組合同盟（Ｉ C Ａ）のアリエル・グアルコ会長はビデオメッセージで、世界的に価値観が多
様化するなかで、より包摂的な社会を実現するため、多元的な協同組合構築の必要性を指摘し、「日本の協同
組合が世界の見本となることを期待する」と、日本の農協に期待を込めた。このほか吉川貴盛農水大臣（高野
光二郎政務官代読）、二田孝治全国農業会議所会長がそれぞれ挨拶しました。
　大会議案では、「創造的自己改革の実践～組合員とともに農業・地域の未来を拓く～」のスローガンのもと、
引き続き「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を重点課題として取り組み、ＪＡグループ
の実践方針として「組合員の声に基づく運営を徹底する」ことを基本に、「地域の活性化への貢献」「自己改革
を支える経営基盤強化」「アクティブメンバーシップの確立」「国民理解の醸成」に努めることなどを提案し決
議されました。
　議案に対する意見表明の中では、北海道農協青年部協議会の今野邦仁会長が、地域住民みんなを「食べる
サポーター」、「利用するサポーター」、「参加するサポーター」、それに「新たに関係交流するサポーター」と
して捉え、新たな協同組合の姿を創っていきたい。これからのＪＡを担うわれわれ青年部員が長期展望を持っ
て営農できるように、総合事業を基軸にしたＪＡの事業運営の転換を進めたい。そのため全てのＪＡに青年部
組織をつくり、経営に参加していきたい。このためポリシーブックで青年部員の思いを取り組みのほか政策提
言してきた。6 万人の盟友とともに自己
改革に邁進したいとも述べました。
　その他にもＪＡグループの自己改革の
成果の確認・共有と一層の前進のため、
展示会場を設けＪＡの取り組み事例など
を紹介、ほ場情報をインターネットの電
子地図と関連付け営農管理するＪＡ全農
の「Ｚ - ＧＩＳ」や養液栽培システム「うぃ
ずＯｎｅ」、米の業務用向け契約栽培、Ｊ
Ａ全中の地域農業振興につながる体験型
農園の取り組みのほかＪＡ青年部、女性
部のブースも含め、23 の展示も行われ
ました。
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存
在
で
あ
り
た
い
、
そ
ん
な
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
想
い
か

ら
「
よ
り
ぞ
う
」
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
、「
よ
り
ぞ
う
」「
ち
ょ
リ
ス
」
と
と

も
に
事
業
展
開
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
平
成

年

月
、
札

幌
市
内
に
て
、
札
幌
市
と
近
郊
の
児
童
養
護
施
設
を

対
象
と
し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
試
合
チ
ケ
ッ
ト

と
、
札
幌
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

平
成

年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
に

名
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

名
を
招
待

し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
贈
呈
に
あ
た
り
、
「
農
家
の
方
々
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
試
合
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け

る
と
き
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
農
家
の
方
々

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。

楽
し
ん
で

来
て
下
さ

い
。
」
と
の

言
葉
と
と

も
に
代
表

児
童

名

に
チ
ケ
ッ

ト
を
手
渡

し
ま
し

た
。

ホ
ク
レ
ン 

酪
農
家
の
拠
出
に
よ
る
運
動
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北

海
道
」
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
産
牛
乳
・
乳
製
品
の

専
門
カ
フ
ェ
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｏ

→

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
を
、
初
の
常
設
店
舗
と
し

て
、
東
京
・
自
由
が
丘
に

月

日
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
お
店
で
は
こ
だ
わ
り
の
北
海
道
産
牛
乳
や
チ
ー

ズ
を
品
揃
え
す
る
ほ
か
、

牛
乳
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
も
提

供
。
北
海
道
酪
農
の
素
晴

ら
し
さ
を
発
信
す
る
と
共

に
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲

得
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信 

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連 

 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち

ょ
リ
ス
」
に
新
し
い
仲
間
「
よ
り
ぞ
う
」
が
加
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
一
層
地
域
の
皆
様
に

寄
り
添
い
、
ど
ん
な
と
き
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
頂
け

る
存
在
で
あ
り
た
い
、
そ
ん
な
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
想
い
か

ら
「
よ
り
ぞ
う
」
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
、「
よ
り
ぞ
う
」「
ち
ょ
リ
ス
」
と
と

も
に
事
業
展
開
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
平
成

年

月
、
札

幌
市
内
に
て
、
札
幌
市
と
近
郊
の
児
童
養
護
施
設
を

対
象
と
し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
試
合
チ
ケ
ッ
ト

と
、
札
幌
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

平
成

年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
に

名
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

名
を
招
待

し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
贈
呈
に
あ
た
り
、
「
農
家
の
方
々
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
試
合
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け

る
と
き
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
農
家
の
方
々

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。

楽
し
ん
で

来
て
下
さ

い
。
」
と
の

言
葉
と
と

も
に
代
表

児
童

名

に
チ
ケ
ッ

ト
を
手
渡

し
ま
し

た
。

ホ
ク
レ
ン 

酪
農
家
の
拠
出
に
よ
る
運
動
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北

海
道
」
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
産
牛
乳
・
乳
製
品
の

専
門
カ
フ
ェ
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｏ

→

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
を
、
初
の
常
設
店
舗
と
し

て
、
東
京
・
自
由
が
丘
に

月

日
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
お
店
で
は
こ
だ
わ
り
の
北
海
道
産
牛
乳
や
チ
ー

ズ
を
品
揃
え
す
る
ほ
か
、

牛
乳
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
も
提

供
。
北
海
道
酪
農
の
素
晴

ら
し
さ
を
発
信
す
る
と
共

に
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲

得
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信 

2019.47

ＪＡグループの連合会・中央会の活動内容を紹介、各団体の詳しい内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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2019.49



すろーライフ 2章

　駅前のホテルから地下道を歩いて狸小路の通りまで、目を瞑ってまで
とはいかないがスムーズに辿り着けるようになった。アーケードを抜け
て６丁目まで歩くとシアターキノがある。注意をしていないと通り過ぎ
てしまう、映画館を２年振りに訪ねた。この日２回だけの上映だったの
で、午前中の用事を済ませ夜の部のチケットを求めた。上映時間が近づ
くとチケット売り場の前は人で溢れ出した。
　娯楽作品でも人気俳優が登場する作品でもない。「福島は語る」、４年
の歳月を架けて福島の原発被災者を訪ね歩いて辿り着いた作品である。
100 人に及ぶインタビューの中から、監督土井敏邦が 14 人の声を８部
構成の中にまとめ上げた。３時間弱の上映に補助椅子席も追加される、
久し振りに熱気のある体験であった。原発事故から８年の時間が流れた
が、いま３月 11 日の発生の事実だけをマスコミは伝えるだけである。
そして私達は時間と空間の大きさの前で、あえて原発事故の問題とは縁
を切ろうとしているのかも知れない。
　「震災で追われた人々。それぞれに違った涙の色がある―」映画館で
買い求めたパンフレットの中の一文である。更に映画の中にも登場した
が、被災者であり詩集を刊行した藤島昌治の詩「返してください」が今
の原発被災者の心からの叫びであろう。
　自主避難として都内近くまで避難した母子への非難中傷は今も消えないという。住宅ローンなどの縛
りで故郷に足止めさせられた仲間から受ける言葉。仮設住宅に暮らす苦痛を切々と老人が語る言葉。苦
労して設けた家族の団欒の住処はすぐそこにあるのだ。これで自分達の人生は終わったという諦観がよ
ぎると言う言葉。眼に見えない放射能線量というものに揺り動かされ続ける人生。
　居住制限区域や避難指示解除準備区域は 2017 年順次「帰還制限」が解除されている。支給されてい
た「避難慰謝料」は平和だった村社会をも分断した。それは学校生活の中にも影を落とし「大人」の会
話から「子供」の世界の言葉に変化して行った。故郷の事を多くの子供達は話さなくなった。いわれな
い中傷を避ける為に、誇るべきものをひとつづつ喪って行った。御影石で墓石などを創る石材店も放射
能を含むということで注文は途絶え開店休業となった。石の表面を削る位では放射能は消えない。後継
の息子は夢破れて自死した。何が人生を狂わせているのか分かっていても、向かって行く気力も体力も
失せてしまっていた。農業者も苦しい。避難解除の声がかかっても、農産物の生産地表示が買い手の手
を引く。国の線量安全基準の云々ではないのだ。放射能などの影響を受けていない産地のものへ人は動
くことにしたのだ。
　先祖から何代も続く農家夫婦は「故郷」と受継がれた土地から授かった産物をこよなく愛し今日も勢
を出している。そして辛うじて繋がっている彼等を応援する人々へ、メッセージを送り続けている。被
災地の今に余りにも無知な自分がいた。被災した全ての人々は他人にではなく、自分達の尊厳を守り抜
くために「福島」と向かい合っているのだ。ラストに流れる福島の自然は、何も知らなかったかのよう
にひと際美しかった。暗転の劇場に優しい拍手が起こった。

「福島は語る」～被災地の今に余りにも無知な自分がいた・・・

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E Ｆ
ホ ワ イ ト デ ー

先月号の
答え
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第
１
回
理
事
会

第
２
回
理
事
会

（平成 31年 3月13日現在）

正組合員戸数 348 戸

総組合員数 2,369 名

　正組合員数 529 名

　　うち団体数 33 団体

　准組合員数 1,840 名

　　うち団体数 65 団体

1
日　

役
員
報
酬
審
議
会

　
　
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部
定
期
総
会

 

上
川
町
も
ち
米
生
産
団
地
組
合
定
期
総
会

4
日　

決
算
監
事
監
査（
～
８
日
）

6
日　

愛
別
町
米
麦
生
産
振
興
協
議
会
道
外
実
需

者
訪
問（
～
８
日
）

　
　
　

上
川
町
農
民
連
盟
定
期
総
会

7
日　

Ｊ
Ａ
全
国
大
会

　
　
　

愛
別
町
そ
菜
振
興
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　

上
川
町
農
業
再
生
協
議
会
幹
事
会

10
日　

Ｊ
Ａ
フ
レ
ッ
シュ
ミ
ズ
定
期
総
会

11
日　

第
21
回
上
川
町
大
根
生
産
組
合
定
期
総
会

13
日　

第
1
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

　
　
　

第
2
回
定
例
理
事
会

14
日　

第
15
回
上
川
町
畑
園
定
期
総
会

15
日　

第
13
回
大
雪
土
地
改
良
区
通
常
総
会

　
　
　

地
区
別
懇
談
会（
金
富
地
区
）

　
　
　
　
　
〃　
　
　
（
協
和
地
区
）

18
日　
　
　
〃　
　
　
（
愛
別
地
区
）

　
　
　
　
　
〃　
　
　
（
厚
伏
地
区
）

　
　
　

内
部
審
査
協
議
会
監
査（
総
務　

～
20
日
）

19
日　

地
区
別
懇
談
会（
豊
里
地
区
）

　
　
　
　
　
〃　
　
　
（
中
央
地
区
）

20
日　
　
　
〃　
　
　
（
共
進
地
区
）

　
　
　
　
　
〃　
　
　
（
越
路・日
東・白
川
地
区
）

　
　
　
　
　
〃　
　
　
（
東
雲
地
区
）

22
日　
　
　
〃　
　
　
（
女
性
部
）

　
　
　
　
　
〃　
　
　
（
愛
山
地
区
）

　
　
　
　
　
〃　
　
　
（
菊
水・旭
ヶ
丘
地
区
）

25
日　
　
　
〃　
　
　
（
青
年
部
）

28
日　

第
52
回
愛
別
町
農
民
連
盟
定
期
総
会 ３

月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

平
成
31
年
２
月
21
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

５
件
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

平
成
30
年
度
理
事
に
対
す
る
包
括
事
前
承
認
に
基
づ

く
担
保
貸
付
金
に
つ
い
て

　
　

30
年
度
の
担
保
貸
付
の
実
績
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３　

内
部
監
査
業
務
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
度
の
内
部
監
査
業
務
活
動
を
報
告
し
た
。

４　

平
成
30
年
度
自
己
査
定
の
結
果
に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
度
自
己
査
定
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

■
議　
　

事

１　

組
合
員
の
出
資
持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
持
ち
分
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

山
林
の
売
却
に
伴
う
外
部
出
資
の
取
扱
に
つ
い
て

　
　

売
却
に
伴
う
法
定
脱
退
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

減
損
会
計
に
係
る
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
方
針
に
つ
い
て

　
　

減
損
会
計
に
係
る
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
方
針
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

５　

繰
延
税
金
資
産
の
計
上
に
つ
い
て

　
　

繰
延
税
金
資
産
に
係
る
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。

６　

平
成
30
年
度
事
業
決
算
内
容
に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
度
の
決
算
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

７　

第
11
回
通
常
総
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

　
　

第
11
回
通
常
総
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て
決
定
し

た
。

８　

平
成
31
年
度
理
事
に
対
す
る
担
保
貸
付
金
の
包
括
事

前
承
認
に
つ
い
て

　
　

平
成
31
年
度
理
事
に
対
す
る
担
保
貸
付
金
の
事
前

承
認
が
承
認
さ
れ
た
。

９　

酪
農
畜
産
支
援
勘
定
事
業
利
用
申
込
の
認
定
及
び
利

用
額
設
定
に
つ
い
て

　
　

４
件
の
酪
農
畜
産
支
援
勘
定
利
用
の
申
込
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

10　

平
成
31
年
度
役
員
報
酬
諮
問
案
に
つ
い
て

　
　

役
員
報
酬
審
議
会
に
提
案
す
る
役
員
報
酬
の
額
に
つ

い
て
決
定
し
た
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

伊　

藤　
　
　

毅

　

営
農
部
営
農
振
興
課

　

地
域
振
興
係

（
3
月
20
日
付
）

葛　

間　

哲　

也

　

営
農
部
上
川
営
農
セ
ン
タ
ー

　

営
農
販
売
主
任

富　

樫　

聖　

花

　

購
買
部
資
材
課

　

愛
別
資
材
係

（
3
月
31
日
付
）

平
成
31
年
３
月
13
日

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
内
容
に
つ
い
て

　
　

３
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
内

容
を
報
告
し
た
。

３　

決
算
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

支
給
金
額
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４　

平
成
31
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

　
　

監
事
会
よ
り
平
成
31
年
度
の
監
査
計
画
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。

５　

信
用
供
与
に
か
か
る
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

15
件
の
大
口
信
用
供
与
先
に
つ
い
て
経
営
状
況
を
報
告
し

た
。

■
議　
　

事

１　

平
成
30
年
度
決
算
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
度
の
決
算
承
認
と
剰
余
金
処
分
案
と
し
て
、内

部
留
保
の
ほ
か
出
資
配
当
、事
業
分
量
配
当
を
行
う
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

２　

平
成
31
年
度
部
門
別
損
益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

平
成
31
年
度
部
門
別
に
対
す
る
配
分
方
法
並
び
に
配
分

内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

平
成
30
年
度
決
算
監
査
の
結
果
並
び
に
決
算
監
査
報
告
の

承
認
に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
度
決
算
監
査
の
結
果
並
び
に
決
算
監
査
報
告

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
並
び
に
中
期
経
営
３
ヵ
年
計
画
に
つ

い
て

　
　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
並
び
に
中
期
経
営
３
ヵ
年
計
画

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

５　

規
約
附
属
書
監
事
監
査
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、４
月
４
日
の
第
11
回

通
常
総
会
へ
提
出
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

６　

第
11
回
通
常
総
会
提
出
議
案
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

議
案
７
件
、報
告
事
項
３
件
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

７　

総
会
事
務
取
扱「
議
決
権
行
使
に
あ
た
って
の
留
意
事
項
」に

つ
い
て

　
　

提
出
期
限
を
４
月
３
日
午
後
５
時
30
分
と
、無
効
等
の
扱

い
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

８　

組
合
員
の
出
資
持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
持
ち
分
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

９　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

10　

Ｊ
Ａ
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
契
約
に
つ
い
て

　
　

退
任
役
員
訴
訟
に
関
す
る
特
約
を
付
帯
し
て
継
続
契
約

を
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

11　

長
期
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
申
込
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

12　

規
程
類
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

基
本
方
針・規
程・要
領
の
３
件
の一部
改
正
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

組合員のうごき

購読のお勧め 

読んで役に立つ！おもしろい！紙面を紹介します。 

●購読のお申し込みについて 

１ヶ月 2,520円（税込み） 
※お近くの新聞販売店からお届けします。 

お申込み先：地域振興係（本所：℡6-5315・支所℡2-1113） 
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部　署 総　　務

営業日 営　　農 金　　融 ＡＴＭ 愛 別 上 川 機械センター 愛 別 上 川

４月２６日（金）
（通常営業）

8：30～17：30 9：00～16：30 8：45～18：00 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：00～18：30 8：00～19：00

４月２７日（土） 9：00～12：30 8：30～12：30 8：30～12：30 8：30～12：30 8：00～18：30 8：00～19：00

４月２８日（日） 8：30～17：30 8：00～18：00

４月２９日（月）
【昭和の日】

8：30～17：30 8：00～18：00

４月３０日（火）
【国民の休日】

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～17：30 8：00～18：00

５月　１日（水）
【天皇即位】

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～17：30 8：00～18：00

５月　２日（木）
【国民の休日】

9：00～12：30
8：30～12：00

（日直対応）
8：30～12：00

（日直対応）
8：30～12：00

（日直対応）
8：30～17：30 8：00～18：00

５月　３日（金）
【憲法記念日】

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～17：30 8：00～18：00

５月　４日（土）
【みどりの日】

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～17：30 8：00～18：00

５月　５日（日）
【こどもの日】

8：30～17：30 8：00～18：00

５月　６日（月）
【振替休日】

8：30～17：30 8：00～18：00

５月　７日（火）
（通常営業）

8：30～17：30 9：00～16：30 8：45～18：00 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：00～18：30 8：00～19：00

《営農部より》※期間中の農畜産物販売等については、各担当者より別途ご連絡差し上げます。

《金融部より》※5月2日の店舗ＡＴＭは祝日営業のため、営業時間内であってもご利用手数料108円が掛かります。
　　　　　　　※期間中はコンビニＡＴＭも　8:00～21:00　までご利用いただけます。尚、時間帯により108円の手数料が掛かります。

金　　　　　融

休 業

休 業

給 油 所資 材

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

 お知らせ  ゴールデンウィーク期間の営業時間について 
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《金融部より》※5月2日の店舗ＡＴＭは祝日営業のため、営業時間内であってもご利用手数料108円が掛かります。
　　　　　　　※期間中はコンビニＡＴＭも　8:00～21:00　までご利用いただけます。尚、時間帯により108円の手数料が掛かります。

金　　　　　融

休 業

休 業

給 油 所資 材

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

休 業

 お知らせ  ゴールデンウィーク期間の営業時間について 
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